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一
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
一
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
一
月
三
十
一
日
ま
で

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

明
る
い
市
民
運
動
を

市
政
全
般
に反
映
で

長
門
市
長

齋
木
正
熊

昭
和
三
十
九
年
の
新
春
に
あ
た

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
つ
つ

し
ん
で
お
祝
い
の
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
ま
れ
に
み
る
大
事
業

と
も
い
う
べ
き
第
十
八
回
山
口
国

体
を
有
終
の
美
を
も
つ
て
か
ざ
り

、
全
国
に
長
門
市
の
存
在
を
か
ら

あ
ら
し
め
た
こ
と
は
す
で
に
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
新
庁
舎
の
落
成
、
青
海
大

橋
の
着
工
等
、
長
門
市
多
年
の
念

願
を
遂
次
な
し
と
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
は
、
み
な
さ
ん
方
や

市
議
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
絶
大
な

る
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
誠
に
ご
同

慶
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。さ

て
本
年
は
干
支
（
え
と
）
で

申
せ
ば
辰
年
に
あ
た
り
昨
年
の
卯

（
う
）
と
と
も
に
市
民
の
み
な
さ

ん
の
福
祉
増
進
と
市
勢
の
発
展
に

向
つ
て
大
い
に
躍
進
発
展
を
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
昨
年
の
国
体
に
よ

つ
て
培
わ
れ
て
き
た
「
友
愛
、
奉

仕
、
躍
進
」
の
健
民
運
動
を
ま
す

ま
す
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
明
る

い
市
民
運
動
を
展
開
し
市
政
全
般

に
反
映
す
る
よ
う
努
力
い
た
す
っ

も
り
で
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
倍
旧
の
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
す
と
同
時

に
、
こ
こ
ろ
か
ら
み
な
さ
ん
の
ご

多
幸
と
ご
隆
昌
を
お
祈
り
い
た
し

新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま

す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

長
門
市
の
実
態
に
即
し
た

正
し
い
市
政
の
向
上
に
努
力す

る

長
門
市
議
会
議
長

佐
藤
静
雄

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
こ
こ
に
昭
和
三
十
九

年
の
輝
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
当

り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
清
福
と

ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
昨
年
二
月

に
、
は
か
ら
ず
も
議
長
の
重
職
に

就
任
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
伸
展
に
微
力
を
傾
け
て
参
り
ま

し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
大

過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
み
な

さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し
ま
す

昨
年
は
市
庁
舎
の
落
成
、
1
8回

山
口
国
体
相
撲
競
技
の
開
催
な
ど

本
市
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
行
事

が
か
さ
な
り
、
明
る
い
空
気
の
た

だ
よ
っ
だ
年
で
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
行
政
も
順
調
に
推

移
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
就
中
、

国
体
で
は
市
民
性
を
充
分
に
発
揮

し
、
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
の
で
あ

り
ま
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ひ

と
し
く
ご
満
足
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

も
と
よ
り
友
愛
、
奉
仕
の
精
神

は
温
存
さ
れ
て
い
る
市
民
性
で
あ

り
ま
す
が
今
後
益
益
助
長
し
、
長

門
市
発
展
の
原
動
力
と
い
た
し
た

い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎
え
て
い

よ
い
よ
躍
進
の
年
で
あ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
す
の
で
あ
り
ま
す
が
、

国
内
経
済
も
、
景
気
調
整
、
格
差

是
正
な
ど
か
ら
堅
実
な
発
展
に
移

行
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
本

市
に
と
り
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
健

全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
市
政

の
内
容
充
実
に
一
段
の
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
市
議
会
は
国

県
の
施
策
と
相
ま
っ
て
市
の
実
態

に
即
し
た
正
し
い
姿
の
市
政
の
向

上
に
積
極
的
な
努
力
を
い
た
し
、

も
っ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
負
託

に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存

じ
で
お
り
ま
す
。

諸
般
の
事
業
に
つ
い
て
は
申
し

述
べ
る
こ
と
を
省
略
い
た
し
ま
す

が
、
北
浦
総
合
開
発
の
推
進
、
と

く
に
山
陰
交
通
要
衡
の
地
と
し
て

交
通
経
済
の
発
展
を
目
途
と
し
て

ひ
た
す
ら
、
世
論
の
上
に
公
正
、

妥
当
な
行
政
が
実
行
さ
れ
る
よ
う

意
を
用
い
、
精
進
を
い
た
し
た
い

と
念
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒

倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

市
内
で
435
人
が

大
人
の
仲
間
入
り

成人式

一
月
十
五
日
（

成
人
の
日
）
は
、

全
国
各
地
で
、
成

人
の
日
の
行
事
が

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
長

門
市
内
で
今
年
成
人
者
と
な
っ
た

若
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

長
門
市
　
　
四
三
五
人

男
　
　
　

二
〇
八
人

女
　
　
　

二
二
七
人

・
内
　
訳

（
通
）
　
　
　
　
六
〇
人

男
　
　
　
　

三
八
人

女
　
　
　
　

二
二
人

（
仙
崎
）
　
　一
三
四
人

男
　
　
　
　

五
八
人

女
　
　
　
　

七
六
人

（
深
川
）
　
　一
八
九
人

男
　
　
　
　

九
二
人

女
　
　
　
　

九
七
人

（
俵
山
）
　
　
五
二
人

男
　
　
　
　

二
〇
人

女
　
　
　
　

三
二
人
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市
長
、
副
知
事
な
ど
の

観
閲
式
を
行
な
う

市
消
防
出
ぞ
め
式
１
月
５
日

仙
崎
漁
港
で

恒
例
の
長
門
市
消
防
団
出
ぞ
め

式
は
、
さ
る
一
月
五
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
、
市
内
仙
崎
漁
港
広

場
で
、
原
田
与
之
一
団
長
以
下
六

五
二
名
が
参
加
し
て
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
好
天
に
恵
ぐ
ま
れ

、
和
田
山
口
県
副
知
事
な
ど
来
賓

約
百
名
を
前
に
、
市
消
防
団
は
じ

め
て
の
試
み
と
し
て
、
観
閲
式
を

行
な
い
、
つ
め
か
け
た
観
衆
約
一

千
人
を
耐
に
堂
々
た
る
威
容
を
ご

ひ
露
し
ま
し
た
。

当
日
表
彰
さ
れ
た
人
人
は
欠
の

と
お
り
で
す
が
、
そ
の
中
で
人
目

を
ひ
い
た
の
は
、
お
か
あ
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て
、
市
長
か
ら
の
表
彰

状
を
う
け
た
、
湊
一
区
の
佐
伯
辰

己
ち
ゃ
ん
（
四
歳
）
で
、
辰
己
ち

ゃ
ん
は
、
昨
年
十
月
七
日
お
昼
前

湊
漁
港
で
四
歳
に
な
る
友
人
と
遊

ん
で
い
る
う
ち
、
そ
の
友
人
が
誤

っ
て
海
中
に
お
ぢ
た
の
を
見
、
た

だ
ち
に
帰
宅
し
、
家
の
人
に
こ
の

事
を
知
ら
せ
無
事
友
人
を
救
助
し

た
も
の
。
辰
己
ち
ゃ
ん
は
、
お
お

ぜ
い
の
人
が
見
ま
も
る
の
で
チ
ョ

ツ
ト
、
は
に
か
み
な
が
ら
表
彰
状

を
う
け
て
い
ま
し
た
。

▲
山
口
県
消
防
協
会
長
▼

▲
功
績
表
彰

石
塚
和
夫
（
本
部
長
）
、
宮
本
健

一
、
河
本
秀
雄
、
田
村
利
夫
、
増

野
槇
夫
（
い
ず
れ
も
分
団
長
）
、

▲
勤
続
表
彰

（
三
十
年
）

山
田
新
一
　（
通
本
部
長
）

（
二
十
五
年
）

大
野
音
男
（
西
町
）
、
早
川
歳

雄
（
向
町
）
、
藤
中
康
太
（
大

峠
）

（
二
十
年
）

林
誠
治
（
河
原
）
、
長
谷
川
昭

治
（
河
原
）
、
末
永
忠
治
（
湯

本
）
、
酉
本
真
一
（
渋
木
）
、

杉
山
昭
二
（
渋
木
）
、
古
田
次

郎
吉
（
白
潟
）
、
岡
本
正
吉
（

白
潟
）
、
村
井
豊
一
　
（
大
泊
）

、
白
石
美
道
（
田
ノ
浦
）
、
木

村
保
（
木
津
）
、
前
野
初
正
（

木
津
）

（
十
五
年
）

鬼
村
克
己
（
下
郷
）
、
河
野
正

（
下
郷
）
、
辻
野
要
（
境
川
）

、
伊
達
寛
治
（
板
持
）
、
岡
田

新
一
（
板
持
）
、
入
江
利
夫
（

板
持
）
、
河
内
綾
太
郎
（
白
潟

）
、
岩
本
淳
弌
（
大
日
比
）
、

奥
村
稔
（
大
目
比
）
、
三
好
浅

治
（
大
日
比
）
、
西
村
喜
一
（

大
日
比
）
、
三
輪
芳
夫
（
大
日

比
）
、
後
根
恒
作
（
西
町
）
、

山
中
一
能
（
西
町
）
、
鈴
木
学

（
西
町
）
、
柵
川
七
憲
（
田
ノ

浦
）
、
新
宅
平
和
（
田
ノ
浦
）

、
岡
崎
清
人
（
湯
町
）
、
中
本

義
路
（
木
津
）
、
岡
藤
貢
（
木

津
）
、
中
原
千
之
（
大
羽
山
）

▲
感
謝
状

冨
士
名
誠
二
（
真
木
）
、
田
村

豊
（
真
木
）
、
兼
谷
真
助
（
栄

町
）
、
南
野
豊
治
（
栄
町
）
、

河
本
秀
雄
（
青
海
）
、
秋
本
保

（
青
海
）
、
松
岡
悟
郎
（
青
海

）▲
市
長
表
彰
▼

▲
三
年
間
無
火
災
分
団

西
町
、
向
町
、
大
日
比
、
栄
町

、
渋
木
．
大
峠
各
分
団

▲
消
防
活
動
優
秀
分
団

南
町
、
青
海
、
上
川
西
各
分
団

▲
人
命
救
助

村
岡
信
夫
（
青
海
）
、
和
田
素

澄
（
幸
町
）
、
佐
伯
辰
己
（
湊

一
区
）
、
清
原
太
郎（
渋
木
中
区

）
▲
消
火
活
動
協
力
者

幸
町
部
落
、
藤
井
克
治
、
藤
野

利
三
郎

▲
優
良
団
員

後
根
久
助
（
西
町
）
、
河
本
秀

雄
（
青
海
）
、
中
野
歳
夫
（
湊

）
、
原
田
竹
一
（
上
川
西
）
、

藤
井
正
人
（
大
羽
山
）
、
福
田

政
則
（
新
屋
敷
）

（
写
真
は
、
市
長
か
ら
の
感
謝

状
を
う
け
た
辰
己
ち
や
ん
と
お
か

あ
さ
ん
）

働
き
な
が
ら
学
べ
る

青
年
学
級
生
徒
を
募
集

長
門
市
中
央
公
民
館
に
開
設
す

る
青
年
学
級
生
徒
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
觜
要
領
や
く
わ
し
い
こ
と
は

中
央
公
民
館
に
お
た
ず
ね
下
さ
い

夜
間
部
（
自
午
後
七
時
至
午
後
九
時
）

洋
裁
　
（
講
師
　
岡
田
初
枝
さ
ん

）
　
毎
週
火
、
木
曜
日

和
裁
　
（
講
師
　
堀
か
つ
さ
ん
）

毎
週
月
、
金
曜
日

生
花
　
（
講
師
　
近
藤
イ
ト
さ
ん

）
毎
週
水
曜
日

茶
道
　
（
講
師
　
近
藤
イ
ト
さ
ん

）
毎
週
土
曜
日

農
業
　
不
定
時

昼
間
部
（
自
午
前
九
時
至
午
後
四
時
）

洋
裁
　
（
主
任
講
師
　
岡
田
初
枝

さ
ん
）
週
ニ
ー
四
日
の
定
時

制

こ
の
ほ
か
に
、
通
（
夜
間
）
仙
崎

（
夜
間
）
俵
山
（
昼
、
夜
）
に
も

特
色
あ
る
科
目
の
開
講
を
し
ま
す

く
わ
し
い
こ
と
は
各
公
民
館
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

か
ら
だ
の
不

自
由
な
方
へ

次
の
人
は
障
害
者
手
帳

を
作
り
か
え
ま
し
よ
う

昭
和
2
9年
９
月
１
日
以
前
の
日

付
で
交
付
さ
れ
た
方
ま
た
は
、
手

帳
を
な
く
さ
れ
た
方

（
他
の
都
道
府
県
が
発
行
し
た

手
帳
も
同
じ
）

手
帳
を
つ
く
り
か
え
る
期
問

3
9年
１
月
1
6日
か
ら
２
月
1
5

日
ま
で

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
福

祉
事
務
所
か
お
近
く
の
支
所
に

あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
な
か
に

寄
生
虫
は
い
ま
せ
ん
か

検
便
は
い
ま
す
ぐ
に

昨
年
行
な
っ
た
検
便
の
結
果
で

は
有
卵
者
数
も
相
当
に
発
見
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
放
置
し
て
お

く
と
原
因
不
明
の
病
気
を
引
き
お

こ
す
事
に
な
り
ま
す
。

早
か
発
見
し
て
早
く
駆
虫
す
る

こ
と
が
健
康
な
体
を
保
つ
上
に
最

も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
が
検
便
を
す
る
好
時
期
で

す
。
こ
の
時
期
を
の
が
さ
ず
家
族

ぐ
る
み
、
部
落
ぐ
る
み
で
こ
ぞ
っ

て
検
便
し
ま
し
よ
う
。

検
便
料
金
は
一
件
当
り
五
円
、

三
十
件
以
上
を
一
ま
と
め
に
し

て
包
装
し
ま
す
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市

役
所
衛
生
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ

い
。親

の
反
省
五
十
則

Ｏ

あ
な
た
は
、
子
ど
も
に
云

っ
て
聞
か
せ
る
事
ば
か
り
で

子
ど
も
の
話
を
聞
き
子
ど
も

の
云
い
分
に
耳
を
か
た
む
け

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
か

○

叱
る
よ
り
先
に
、
ど
う
し

た
ら
叱
ら
な
く
て
も
よ
い
か

を
考
え
て
子
ど
も
を
し
っ
け

て
い
ま
す
か
。
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